
 

～新渡戸記念の～  

『言葉の院外処方箋』 
                新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

第 24 回『「疾病を抱えた人を真心で支援する」〜 知性・感性・社会性 〜』 

 

新渡戸稲造記念センター」、そして、恵泉女学園の理事会に向かう。共に、新

渡戸稲造(1862-1933)に由来する。 

 

「新渡戸稲造記念センター」は、2019年 4月東京医療生活協同組合に設立され

た。『「新渡戸稲造記念センター」は、東京医療利用組合（現・東京医療生活

協同組合）の初代組合長（理事長）である新渡戸稲造博士の志を日本の国内外

へ広め、実践する拠点となります。センター長には、新渡戸稲造博士の専門家

として本邦の第一人者で、新渡戸博士の志を継承して活躍されている樋野興夫

先生が就任されました。東京医療生活協同組合 新渡戸記念中野総合病院は、故

新渡戸稲造博士・故賀川豊彦氏(1888 -1960）4月 23日）らにより 1932年「東

京医療利用組合」として創立された。 2015 年 10月、当院設立の原点に立ち帰

って、新渡戸稲造博士の精神を基にした医療を実践し、疾病を抱えた人を真心

で支援することを目標とするため、「新渡戸記念中野総合病院」へ名称を変更

しました。』と 謳われている。 恵泉女学園は 1929年、『河井 道が、「広く

世界に向って心の開かれた女性を育てなければ戦争はなくならない」と考えて

創立しました。創立当初より聖書・国際・園芸を教育の柱に据え、生徒の知性・

感性・社会性を育ててきました。』とある。 

 

今週は、「中野ひだまりクリニック」主催の講演会（画像1）、「日本癌学会奨

励賞受賞講演」の座長（画像2）、「岐阜県難病団体連絡協議会 第２回ピアサ

ポート研修会」での講演（画像3）を依頼された。新渡戸稲造の精神で務める。 
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中野ひだまりクリニック主催 

ひの おきお 

樋野 興夫 先生 講演会 

樋野 興夫 医学博士 

一般社団法人がん哲学外来理事長 

癌研病理部、米国アインシュタ イン医科大学肝臓研究センター、     

米国フォックスチェースがんセンター、癌研実験病理部長を経て    

順天堂大学医学部病理・腫瘍学教授に就任。 

主な著書に「がん哲学」「がん哲学外来入門」「がん哲学外来の話」など。 

日時 2 0 2 0 年 9 月 3 0 日（水） 

14 ：0 0 ～15 ：0 0  

会場およびお申込み・お問い合わせ先 

中野ひだまりクリニック 
在宅療養支援診

療所 
〒16 4 -0 0 0 3  東京都中野区東中野 3 -6 -12  

☎0 3 - 3 3 6 8 - 0 8 8 8  ＦＡＸ0 5 0 -3 4 8 8 -3 3 6 1  

参加費 無料 

定員 １０名様 

担当：石橋 

 

院長 小見山 博光 

「 がんの悩みを病院の外で心おきなく 話したい」  

がん哲学外来 

がん哲学外来は、 がん患者、 経験者、 ご家族のための対話の場です。 

樋野興夫先生とゆっく り 語り 合ってみませんか。 
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特定非営利活動法人 岐阜県難病団体連絡協議会   

第２回ピアサポート研修会  
 

 
 

「病との向き合い方のヒントを探ろう ～ がんの哲学外来から 〜」 

講師 樋野興夫先生（順天堂大学名誉教授） 

 
 

令和２年１０月３日（土） 午後２時３０分～ 

会場：（JR 岐阜駅北）岐阜大学サテライトキャンパス 

 

樋野先生の著書『明日この世を去るとしても、今日の花に水をあげなさい』（2015.8 発行）

に深い感銘を受けた、会の役員さんからのおすすめで、ご講演を依頼しました。「がんとか

難病とか関係ないんだよ。これを読んでほんと勇気づけられた。心にしみる言葉がいっぱい

で、たくさんの人にこの言葉を伝えたいと思ったんだよ」と、付せんが たくさんついたそ

の本をいつも数冊持ち歩き、いろいろな人にお話しお勧めされています。今回ピアサポート

研修会でのご講演が実現しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1954 年島根県生まれ。順天堂大学名誉教授、順天堂大学医学部病理・腫瘍学客員教授。新

渡戸稲造記念センター長。一般社団法人がん哲学外来理事長。2008 年に「がん哲学外来」

を創設。 


